日本土壌肥料学会2017年度仙台大会「高校生ポスター発表会」実施要項
（一社）日本土壌肥料学会　土壌教育委員会

平成29年9月5日〜7日に開催の日本土壌肥料学会2017年度仙台大会におきまして、9月5日（火）に高校生ポスター発表会を下記要領で開催いたします。ふるってご参加ください。
記
■実施目的　　高校生がクラブ活動や課外活動などで行ってきた研究の成果を発表し、研究成果について専門研究者と議論したりアドバイスを受けたりすることに加え、研究者との交流を通じて、更なる研究の発展を考える機会を提供することを目的とします。さらに、この発表会を通じて、高校生が土壌や植物生育、食料生産、環境問題に対して理解と関心を高めるとともに、広く自然科学に対する興味を深め、今後の成長に資することを目的とします。
■主　　催　　一般社団法人　日本土壌肥料学会
■後　　援　　宮城県教育委員会
■日　　時    平成29年9月5日（火）（大会1日目）午後（16時以降）
■会　　場    東北大学青葉山新キャンパス　（仙台市青葉区荒巻字青葉468-1）
■発表形式    参加生徒は展示ポスター前で発表、説明してください。

  　　　　　　（遠方等事情により会場まで来られない場合は、掲示のみの発表でも結構です。質問事項・助言等は後日事務局からお伝えいたします。）
・対　  象　  原則として、高等学校または高等学校に相当する教育機関に在籍する生徒であること。国籍は問いません。
・応募資格    対象教育機関の生徒（指導教員も参加可）
・分　　野    化学、生物、地学、環境学およびそれに関連した科学研究一般の中で、以下のキーワードと関連する分野
・キーワード　 土壌、肥料、植物栄養、食料生産、環境
・ポスター    ポスターは縦120 cm、横90 cm以内で作成して下さい。ポスターには発表テーマ、学校名、発表者名を明記してください。
■ポスターの掲示及び撤去　事前送付または大会会場にご持参ください。事前送付の場合、大会期間中ポスター会場に掲示いたします。詳細は後日連絡いたします。

■参 加 者　　生徒、教員等（遠方等事情により会場まで来られない場合は、この限りではありません。また，発表者は学会に加入する必要はございません。）
■申込方法　　別紙の申込用紙に記入し、平成29年6月19日（月）（必着）までに下記宛先まで郵送あるいはＥ−メールにて送付してください。発表料は不要です。
なお、発表件数が多い場合には抽選となることがあります。その場合には後日連絡します。
【申込み先】  〒997-0369　山形県鶴岡市高坂字古町5-3　 
山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター　
佐々木由佳（土壌教育委員会東北支部委員）

 Tel: 0235-24-2278 　Fax: 0235-24-2270　
E-mail: yukas@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp
■問合せ先    申込み先に同じ。
■そ の 他　　
・講演要旨　　申込用紙に200字程度で記入していただいた発表要旨は大会の講演要旨集
（会場にて4000円で販売されます）に掲載いたします。なお，発表者に講演要旨集を謹呈いたします（課題あたり一冊）。
・表　彰　　　優秀な研究発表にはポスター賞を授与します。表彰式は9月5日（火）のポスター発表時間後に行ないます。会場等、詳細は後日連絡します。
・参加費　　　参加生徒並びに引率教員は参加費を無料とし、一般講演、一般ポスター発表、シンポジウム等の聴講も可とします。
・宿泊費補助　発表に際して宿泊費の補助が可能です。補助を希望する場合は申込書に記入してください（補助額は1校あたり2万円を予定しておりますが，希望校が多い場合には補助額が少なくなる可能性があります）。
※（一社）日本土壌肥料学会および土壌教育委員会について

　本学会は、食糧の生産に深く関係している土壌学、肥料学、植物栄養学の近代的な理論と技術体系を構築することを目的として、1927年に設立された学術団体で、現在約2,500名の会員を擁しています。昨年度の佐賀大会は800名以上が参加し、500題以上の研究発表がありました。本学会の詳細はホームページ（http://jssspn.jp）をご覧ください。また、2017年度仙台大会の詳細は大会ホームページ（http://jssspn2017.jp）をご覧ください。
本学会の土壌教育委員会は、初等中等教育現場における土壌の理解と知恵を育てる教育のあり方について検討しています。高校生ポスター発表会のほか、土壌の観察会の開催、テキスト等の出版、出前授業の実施などの活動を行っています。これらの活動の詳細はホームページ（http://jssspn.jp/edu/）をご覧ください。
（別紙）
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2016年度佐賀大会での発表課題
	
	発表題目
	団体名
	学校名

	1
	環境不適地における高品質農産物栽培と検証試験Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（H25年度～H27年度）
	園芸科 草花専攻部門
	広島県立西条農業高等学校

	2
	トマト栽培におけるリン酸施肥量が収量におよぼす影響に関する研究
	SSH課題研究
	岡山理科大学付属高等学校

	3
	地域の有機廃棄物の有効活用
	園芸科学科 野菜経営研究班
	宮崎県立高鍋農業高等学校

	4
	根こぶ病の防除に関する研究
	根っこ部
	福岡県立糸島農業高等学校

	5
	校地内の土を中心とした、土の化学的緩衝能の比較研究
	スーパーサイエンスクラブ
	石川県立七尾高等学校

	6
	地域資源を活用した堆肥の製造～下水汚泥と竹チップで資源循環型農業の提案～
	ふるさと特産類型
	兵庫県立篠山東雲高等学校

	7
	宍道湖生草電池
	自然科学部
	島根県立松江南高等学校

	8
	サクラ周辺の土壌に種子発芽阻害物質は存在するのか
	科学部
	佐賀県立致遠館高等学校

	9
	博多シンテッポウユリの優良苗作出に向けた産・官・学連携研究
	バイオ部
	福岡県立八女農業高等学校

	10
	低コストコチョウラン栽培に関する研究
	バイオ部
	福岡県立八女農業高等学校

	11
	北海道岩見沢農業高等学校でのタマネギ栽培における肥培管理が生育や収量に及ぼす影響
	農業科学科SSH
	北海道岩見沢農業高等学校

	12
	ハッチョウトンボの分散行動に関する研究～トンボはどのようにして山を越えたのか～
	自然科学部
	島根県立浜田高等学校

	13
	露地野菜における直播栽培の優位性について
	農業科学科 野菜研究班
	佐賀県立佐賀農業高等学校
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発表と表彰式の様子
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